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「公開授業」一覧 

（できるだけ授業の初回から参加してください。） 

 

前期４月開講科目 申込受付 ４月９日（水）〜15 日（火） 

授業科目名 曜日 時間 

English PresentationsⅠ 火曜日 8:40〜10:10 

ドイツ語アドバンスト演習Ⅱ① 火曜日 8:40〜10:10 

ドイツ語基礎ⅠAと特設ⅠA 火曜日と 

木曜日 

10:20〜11:50 

英語コミュニケーション BⅠ 火曜日 10:20〜11:50 

知覚認知心理学Ⅰ 火曜日 10:20〜11:50 

映像メディア論 火曜日 13:00〜14:30 

脳神経科学 水曜日 8:40〜10:10 

統計力学 水曜日 8:40〜10:10 

絵画Ⅱ 木曜日 8:40〜10:10 

生物多様性概論 金曜日 8:40〜10:10 

日本文学特講Ⅱ 金曜日 14:40〜16:10 

 

後期 10 月開講科目 申込受付 10 月１日（水）〜７日（火） 

授業科目名 曜日 時間 

English PresentationsⅡ 火曜日 8:40〜10:10 

ドイツ語アドバンスト演習Ⅱ② 火曜日 8:40〜10:10 

ドイツ語基礎ⅡAと特設ⅡA 火曜日と 

木曜日 

10:20〜11:50 

英語コミュニケーション BⅡ 火曜日 10:20〜11:50 

美術解剖学 水曜日 8:40〜10:10 

倫理学 水曜日 10:20〜11:50 

戦争と平和の倫理学 木曜日 10:20〜11:50 

神経・生理心理学Ⅰ 木曜日 10:20〜11:50 

物理学Ⅱ 木曜日 16:20〜17:50 

基礎心理学Ⅱ 金曜日 8:40〜10:10 

近代文学史 金曜日 14:40〜16:10 

システム生理学 金曜日 16:20〜17:50 
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◆ ４月開講科目は４月９日（水）から、10 月開講科目は 10 月１日（水）から開始されま

すので、ご希望の授業については、申込締切に関わらず初回から受講してください。 

◆ 申込後、受講の可否が決定されるまでしばらく日にちをいただきますが、その間も授業

に参加してください。 

◆ 公開授業の受講料は、１科目あたり 7,500円(週一開講)または 15,000円(週二開講)で

す。 

◆ 新型コロナウイルス感染症の流行等により、急遽中止とさせていただく場合がありま

す（その場合、受講料は全額返金致します）。予めご了承ください。 

◆ 開講場所、開講時間が変更となる場合がございます。 
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「公開授業」受講手続き等について 

 

福島大学では、生涯学習ニーズに応えるとともに、地域と大学との連携を深める活動の一

環として、本学が開設している正規の授業を「公開授業」として開放しており、平成 15(2003)

年より継続しています。市民のみなさんも、これを機にキャンパスライフをご体験ください。 

なお、公開する授業の受講にあたっては、受講生として登録していただく必要があります。

受講を希望する授業については、できるだけ初回授業に参加の上、お申込みください。申込

みから受講の可否が決定されるまでしばらく日にちをいただきますが、その間も授業は進

行しますので、継続して授業に参加してください。 

 

I 公開授業の概要について 

 

（授業公開科目等） 

１．開放する授業科目の詳細は、P12～24 のとおりです。授業の難易度は、授業の内容に応

じて、次の３段階に区分しています。 

難易度Ａ：入門的な内容であり、高校卒業程度の学力を必要とするもの（大学１年次

生対象の授業相当） 

難易度Ｂ：より進んだ内容であり、当該専門分野についての一定の基礎知識が必要と

なるもの（大学２年～３年次生対象の授業相当） 

難易度Ｃ：高度な内容であり、当該専門分野について系統立てた学習がなされている

ことを前提とするもの（大学３年～４年次生対象の授業相当） 

※公開授業の受講生には、単位の認定は行いません。 

 

（公開授業期間） 

２．公開期間は下記の通りです。 

４月開講科目公開期間 2025 年４月９日（水）～2025 年７月 29 日（火） 

10 月開講科目公開期間 2025 年 10 月１日（水）～2026 年２月４日（水） 

 

授業時間は 90分です。 

 

時 限 1 2 3 4 5 6 7 

時 間 
8:40～ 

10:10 

10:20～ 

11:50 

13:00～ 

14:30 

14:40～ 

16:10 

16:20～ 

17:50 

18:00～ 

19:30 

19:40～ 

21:10 

 

※ 受講を希望する授業にはできるだけ初回から継続して参加してください。申込みから
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受講の可否が決定されるまでしばらく日にちをいただきますが、その間も授業は進行

しますので引き続き参加してください。 

 

（正規試験期間・補講期間） 

３．正規試験期間・補講期間 

前期４月開講科目 2025 年７月 30 日（水）～2025 年８月７日（木） 

後期 10 月開講科目 2026 年２月５日（木）～2026 年２月 14 日（土） 

この期間に正規試験が実施されます。なお、公開授業受講生は正規試験を受けること

はできません。また、この期間に補講が実施される科目もあります。この期間の授業時

間は以下のとおり通常の時間とは異なりますので、ご注意ください。 

 

時 限 1 2 3 4 5 6 7 

時 間 
8:40～ 

10:10 

10:25～ 

11:55 

12:45～ 

14:15 

14:30～ 

16:00 

16:15～ 

17:45 

18:00～ 

19:30 

19:45～ 

21:15 

 

（みなし曜日、全学行事による休講） 

４．祝日等の関係で授業回数が不足する曜日の科目については、授業回数が確保されている

別曜日に授業を実施することがあります（「みなし曜日」制度）。今年度は以下の日程で「み

なし曜日」が実施される予定ですので、ご注意ください。 

後期４月開講科目 

4／30（水）：水曜日ですが、土曜日の授業を実施します。 

5／8（木）：木曜日ですが、月曜日の授業を実施します。 

5／9（金）：金曜日ですが、火曜日の授業を実施します。 

後期 10 月開講科目 

11／5（水）：水曜日ですが、月曜日の授業を実施します。 

11／25（火）：火曜日ですが、月曜日の授業を実施します。 

1／13（火）：火曜日ですが、金曜日の授業を実施します。 

1／14（水）：水曜日ですが、土曜日の授業を実施します。 

2／12（木）：木曜日ですが、水曜日の授業を実施します。 

 

また、福大祭及び大学入学共通テストのため、以下の日程で授業が休講になります。 

福大祭による休講         10／30（木）、10／31（金）、11／1（土） 

大学入学共通テスト実施に伴う休講 1／16（金）、1／17（土） 

 

（募集人員） 

５．原則として１科目につき先着順で５名以内とします（３名以内の授業もあります）。な
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お、正規の授業の一部を開放し、本学の学生と一緒に受講していただくことから、教室の

収容能力の関係等で、次のような場合は受講できないことがありますのでご了承願いま

す。 

（１）事情により当該授業科目が開講されない場合（本学の学生の受講がない等） 

（２）当該授業の担当予定教員が変更となった場合 

（３）本学の学生のみで当該科目の想定適正人員（教室収容人数等）を超えた場合 

（４）その他やむをえない事由 

また、申込者が定員を超えた場合、受講許可にあたって、新規申込者を優先する場合が

あります。 

 

II 受講手続 

 

（受講申込み） 

１．巻末「公開授業受講申込書」に必要事項をご記入の上、郵送または FAX でお送りいただ

くか、電子メール（題名に「公開授業申込」と明記し「受講申込書」と同内容を記載）に

てお申込みください。お申込み先は P10をご覧ください。 

電話によるお申込みは、聞き違い等の防止のため受け付けておりませんのでご了承願

います。申込締切後、受講可否の結果は郵送にて連絡いたします。 

※ 受講を希望する授業にはできるだけ初回から継続して参加してください。申込み

から受講の可否が決定されるまでしばらく日にちをいただきますが、その間も授

業は進行しますので引き続き参加してください。 

 

申込受付期間 ４月開講科目：2024 年４月９日（水）～2024 年４月 15 日（火）必着 

10 月開講科目：2024 年 10 月 1 日（水）～2024 年 10 月 7 日（火）必着 

 

（受講内定通知の送付） 

２．受講内定者には「受講内定通知書」を郵送いたします。受講できない場合にも郵送でお

知らせいたします。 

なお、本学の学生の受講動向が確定した後に受講の可否が決定されますので、内定通

知がお手元に届くまでしばらく日にちをいただくことになりますが、ご了承願います。

また、先述のとおり、受講内定通知が届くまでの間も授業は進行しますので、通知を待

たず授業に参加し続けてください。（ただし、受講内定にならなかった場合は、それ以降

の参加はできません。） 

 

（受講料の納入） 

３．事故防止のため大学での現金収納は行っておりません。 
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「受講内定通知書」を受け取った後、受講料を内定通知に同封のご案内に基づき、銀行

の窓口、または ATMにてお振込み願います。 

納付後の受講料は返還できませんのであらかじめご了承願います。 

受講料納入の際の振込手数料、受講生様が授業で使用するテキスト代及び授業に係る

その他の費用は受講生様のご負担となります。 

 

III 受講に際して 

 

（受講証の交付） 

１．受講料を納付された方には、随時「受講証」を郵送します。「受講証」に顔写真を貼付

し来学する際は必ず携帯され、授業時間中は机上の見やすいところに置いてください。受

講証が到着するまでの間は「受講内定通知書」を受講証代わりにご利用ください。 

 

（来学方法等） 

２．自家用車で来学される場合は、入構ゲートで「入構券」を取得してください。また、駐

車料金の無料化を希望される方は、上記の「受講証」と「入構券」を警務員室（入構ゲー

ト脇）に提示してください。ただし、「受講証」が発行されるまでの期間（授業開始から

約１か月）については、公開授業の「受講証明書」で代替することとしています。「受講

証明書」は学校臨床支援センター・地域未来デザインセンター棟２階社会共創課事務室

（205 号室）にて交付しますので、誠にお手数ですが、ご来室ください。（申込受付期間

中は、申込の有無に関わらず希望者全員に証明書を交付いたします。） 

なお、駐車場内における事故・盗難等について、大学側では責任を負いかねますので十

分お気をつけください。 

 

（附属図書館の利用） 

３．附属図書館ホームページをご確認ください。 https://www.lib.fukushima-u.ac.jp/ 

 

（受講生の呼び出し等） 

４．授業中その他受講生の呼び出し・取次ぎ・伝言等には対応できかねますので、あらかじ

めご了承願います。また、授業中は、携帯電話の電源をお切りいただくか、マナーモード

にしていただきますようお願いいたします。 

 

（受講生の義務等） 

５．受講生は、受講にあたり本学が行う教育及び研究に支障が及ぶことがないよう努めてい

ただくとともに、授業担当教員の指示に従ってください。また、必要に応じて手指消毒を

行う、発熱等がある場合は出席を見送る等、感染症対策にもご協力をお願いします。 
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（受講の停止） 

６．受講生が義務に違反し、本学の秩序を乱し、または受講生としてふさわしくない言動が

あった場合、受講を停止することがあります。 

なお、受講停止の場合であっても、受講料は返還できません。 

 

（原状回復等） 

７．受講生が、故意または過失により本学の施設、設備等を破損したときは、速やかに届け

出るとともに、自己の責任においてこれを原状に回復し、またはその損害を賠償しなけれ

ばなりません。 

 

Ⅳ その他 

 

（授業について） 

１．初回はガイダンス等で授業内容に入らない場合もあります。 

２．担当教員の都合等により休講となる場合があります。また、補講を行う場合もあります。

休講・補講等の日程については、４.及び５.を参照願います。 

３．教室は、「公開授業内容の紹介」に記載しています。L3（L講義棟３番教室）、M24（M講

義棟２F24 番教室）、S13（S 講義棟１F13 番教室）等は教室番号です。詳しくは、共通講

義棟配置図（P30）をご覧ください。また、事情により教室が変更になる場合があります。 

 

（休講・補講の確認方法について） 

４．休講・補講の連絡は、科目により S 棟 2F の掲示板にて学類ごとに掲示されます。共通

講義棟配置図（P30）により確認願います。なお、講師の急病等により急な休講もあり得

ますのであらかじめご了承願います。 

５．休講・補講・教室変更情報は、４.の学内掲示板以外に、インターネットに接続してい

る PCから確認することができます。 

福島大学 授業・履修案内 https://kyoumu.adb.fukushima-u.ac.jp/ 

※「公開授業情報」の項をご覧ください。 

学内掲示板にのみ情報が掲載される場合がございますので、ご注意ください。 

 

（新型コロナウイルス感染症等について） 

７．新型コロナウイルス感染症の流行等により、急遽中止とさせていただく場合があります

（その場合、受講料は全額返金致します）。予めご了承ください。 

 

V 問合せ・申込み先 
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地域未来デザインセンター事務担当：社会共創課 

電話：024（548）5211 FAX：024（548）5244 

〒960-1296 福島市金谷川 1番地 Email：syogai@adb.fukushima-u.ac.jp 

ホームページ URL：https://www.lll.fukushima-u.ac.jp/ 

受付時間 9:00〜17:00（土・日・祝日、12/29〜1/3 の年末年始一斉休業期間を除く） 

 

 

受講証の様式 

 

 

福島大学公開授業受講証 

 

下記の者は、公開授業の受講生であることを証明する。 

授業科目名 

氏名 

 

年度 前期・後期 

写真 

年 月 日発行 

（3cm x 3cm） 

福島大学地域未来デザインセンター 

 

 

※ 顔写真（３㎝×３㎝）を貼付してください。 

※ 授業時間中は担当教員が確認できるよう机上の見やすいところに置いてくだ

さい。 

※ 地域未来デザインセンターの印がないものは無効です 
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「公開授業」Q&A 

Ｑ１：誰でも受講できるのでしょうか。 

高等学校卒業程度の学力があれば、性別、年齢、学歴を問わず、どなたでも受講でき

ます。 

Ｑ２：どのような科目が公開されるのですか。 

学生が受講している基盤教育科目、専門教育科目（人間発達文化学類・行政政策学類・

経済経営学類・共生システム理工学類・食農学類）及び現代教養コース科目の中から

公開されます。 

Ｑ３：授業の難易度について 

授業の内容に応じて、３つに区分していますので参考にしてください。 

Ａ：入門的な内容であり、高校卒業程度の学力を必要とするもの（大学１年次生対象

の授業相当） 

Ｂ：より進んだ内容であり、当該専門分野についての一定の基礎知識が必要となるも

の（大学２～３年次生対象の授業相当） 

Ｃ：高度な内容であり、当該専門分野について系統立てた学習がなされていることを

前提とするもの（大学３～４年次生対象の授業相当） 

Ｑ４：受講料は 

受講料は、１科目 7,500円または 15,000円です。 

Ｑ５：授業はいつから参加できますか。 

申込をする前に初回の授業から参加することが可能です。できるだけ初回の授業に

参加してください。 

Ｑ６：申し込んだ後、特に通知がないのですが、この間は授業を受けてもよいのですか。 

はい。受講内定通知（P7 参照）が届くまでの期間は、いわゆる「お試し期間」となっ

ていますので、申込後は通知が届くまで継続して授業に参加できます。ただし、受講

できない旨の通知が届いた場合は、その後の授業には参加できません。 

Ｑ７：教科書を購入する必要がありますか。 

テキストが指定されている科目もあります。このパンフレットの授業内容欄で確認

のうえ、担当講師と相談し、福島大学生協などで購入されることをお勧めします。 

Ｑ８：単位の取得が可能ですか。 

単位の取得はできません。もし、単位取得の希望がある場合には、「科目等履修生」

の制度を利用して取得することができます。詳しくは教務課教務企画係（電話： 024-

548-8053）にお尋ねください。 

Ｑ９：試験はありますか。 

試験を受けることはできません。科目によっては、各授業時に小テストが実施される

場合があります。詳しくは各講師にお尋ねください。 
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「公開授業」内容の紹介 

申込み方法は P7〜8をご覧ください。 

 

（前期４月開講科目） 

 

科目名 English PresentationsⅠ 

科目区分 専門教育科目（行政政策学類） 

教室 行政政策学類棟 211 演習室 

学類 行政政策学類 

担当講師 真歩仁 しょうん (Sean Mahoney) 

開講時期 ４月〜８月 

曜日・時限 火曜日１時限 

難易度 C 

受講料 7,500円 

定員 ５名 

授業概要 

This class will focus on making effective, memorable presentations 

in English. After a careful coaching on English pronunciation, I 

will offer model presentations and give advice on how to present 

well. I assume that students will continue with English 

Presentations (II) in the second semester.   

 

Then we will have a chance to: 

1) Choose presentation topics; 

2) Practice listening to presentations; 

3) Discuss topics from students;  

4) Practice listening for tests like TOEIC; 

5) Learn how to get more comfortable with using the English 

language. 

 

科目名 ドイツ語アドバンスト演習Ⅱ① 

科目区分 専門教育科目（経済経営学類） 

教室 S11 

学類 経済経営学類 

担当講師 ぐんすけふぉんけるん・Ｍ  

開講時期 ４月～８月 

木暮照正

木暮照正
３名
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曜日・時限 火曜日１時限 

難易度 B 

受講料 7,500円 

定員 3 名 

授業概要 

この授業では、ドイツ語以外にドイツの文化、ドイツ人の毎日の暮らし

ぶり等を学ぶのが目標です。 特にドイツ人の若者とのコミュニケーショ

ンが一つの目標です。テキストはディジタル教材の使用を考えています。

ですから PC の使用が必要になります。ドイツ語圏について様々なことを

学びながら、ドイツ語の理解またはドイツ語の使い方を深めましょう。 

ドイツ語能力 A１レベルの方のみ参加になります。 

 

科目名 ドイツ語基礎ⅠAと基礎（特設）ⅠA 

科目区分 基盤教育科目 

教室 S11 

学類 経済経営学類 

担当講師 ぐんすけふぉんけるん・Ｍ  

開講時期 ４月～８月 

曜日・時限 火曜日２時限（基礎ⅠA）と木曜日２時限（基礎（特設）ⅠA） 

難易度 A 

受講料 15,000円 

定員 3 名 

授業概要 

この授業では、ドイツ語以外にドイツの文化、ドイツ人の毎日の暮らし

ぶり等を学ぶのが目標です。 特にドイツ人の若者とのコミュニケーショ

ンが一つの目標です。テキストはディジタル教材の使用を考えています。

ですから PC の使用が必要になります。ドイツ語圏について様々なことを

学びながら、ドイツ語の理解またはドイツ語の使い方を深めましょう。 

ドイツ語を勉強したことがない方のみ参加になります。必ず火曜日も木

曜日も受けて下さい。これはセットですから。 

 

科目名 英語コミュニケーション BⅠ 

科目区分 専門教育科目（行政政策学類） 

教室 行政政策学類棟 211 演習室 

学類 行政政策学類 

担当講師 真歩仁 しょうん (Sean Mahoney) 

開講時期 ４月〜８月 
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曜日・時限 火曜日２時限 

難易度 C 

受講料 7,500円 

定員 ５名 

授業概要 

As this is an English class, it will be in English. We will focus 

on developing your English speaking and listening abilities through 

frequent in-class practice. Our goal will be not only to improve 

those skills, but also to get comfortable enough in English to use 

it in daily life. Thinking in English rather than translating from 

Japanese will be emphasised. We will begin with a review of basic 

pronunciation and simple listening activities, then progress to 

short conversations and presentations. Outside class, you will keep 

a journal in which you may practice writing in English about 

whatever you wish. I assume that students will continue with 

English Communication (II) in the second semester.   

参考書(optional)： An A-Z of Common English Errors for Japanese 

Learners. (2008). David Barker. BTB Press. 1,900 yen. 

 

科目名 知覚・認知心理学Ⅰ 

科目区分 専門領域科目（人間発達文化学類） 

教室 人間発達文化学類棟 201 演習室 

学類 人間発達文化学類 

担当講師 木暮 照正 

開講時期 ４月～８月 

曜日・時限 火曜日２時限 

難易度 B 

受講料 7,500円 

定員 ５名 

授業概要 

知覚・認知心理学の主要なトピックについて、できるだけ幅広く取り上

げて解説します（感覚・知覚、注意、記憶、高次認知）。心理学は実験や調

査等の科学的方法を用いて経験的データを収集分析することで発展を遂

げてきました。この授業でも実際の研究事例に焦点を当てて、その背景や

実際の研究方法を中心に解説します。可能であれば授業内で簡単なデモン

ストレーション、実験調査の体験をしてもらうことも考えています。 

 

木暮照正

木暮照正
３名
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科目名 映像メディア論 

科目区分 専門教育科目（人間発達文化学類） 

教室 学校臨床支援センター特別教室 

学類 人間発達文化学類 

担当講師 渡邊 晃一 

開講時期 ４月～８月 

曜日・時限 火曜日３時限 

難易度 B 

受講料 7,500円 

定員 ５名 

授業概要 

本講義では、現代における「映像メディア」の表現を通して、人間の文

化と身体の関わりを捉え直すのが目的である。 

写真や映画、ラジオやテレビ、衛星放送、インターネットなどに示され

るように、現代社会において「映像メディア」は生活環境のなかで重要な

位置を占めている。情報のデジタル化という技術的問題に加えて、空間や

時間、複製、コピー等の概念、私たちの「ものの見方」、身体認識にも大き

な影響を与えている。講義では、映像メディアを支柱に、写真や映画、博

物館における展示、STEAM教育における Art の位置などに関わる専門的な

知見も交えながら、人間の文化と身体との関わりを紹介する。 

受講生の実態に合わせて、内容や計画を変更する場合があります。 

 

科目名 脳神経科学 

科目区分 専門教育科目（共生システム理工学類） 

教室 M22 

学類 共生システム理工学類 

担当講師 小山 純正 

開講時期 ４月～８月 

曜日・時限 水曜日１時限 

難易度 B 

受講料 7,500円 

定員 ５名 

授業概要 

脳は非常にたくさんの神経細胞から構成される器官であり、ヒトや動物

は、脳を使って、外の世界をとらえ、考え、生活しています。本講義では、

私たちの日ごろの生活や動物の行動を通して、感覚や行動の調節システ

ム、記憶、意識、意志といった精神活動の基礎となる脳のしくみについて

木暮照正

木暮照正
S44
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学びます。 

 

科目名 統計力学 

科目区分 専門教育科目（共生システム理工学類） 

教室 S34 

学類 共生システム理工学類 

担当講師 馬塲 一晴 

開講時期 ４月～８月 

曜日・時限 水曜日１時限 

難易度 C 

受講料 7,500円 

定員 ５名 

授業概要 

熱力学では圧力や温度、エントロピーなどのマクロな物理量が扱われま

すが、その本質は原子・分子のミクロな運動から説き起こされます。量子

力学的なミクロの世界と熱力学的なマクロの世界を結びつけるものが統

計力学です。その適用範囲は、熱力学にとどまらず物性物理学や宇宙論に

まで広がっています。さらに、統計力学的手法は交通渋滞や経済などの社

会現象の解明にも多くの示唆を与えるものです。本講義では、これらの発

展的課題にも対応できるような統計力学の基礎的概念を習得することを

目標とします。 

 

科目名 絵画Ⅱ 

科目区分 専門教育科目（人間発達文化学類） 

教室 人間発達文化学類美術棟絵画実習室 

学類 人間発達文化学類 

担当講師 渡邊 晃一 

開講時期 ４月～８月 

曜日・時限 木曜日１時限 

難易度 B  

受講料 7,500円 

定員 ５名 

授業概要 

独特の美しい絵肌の油彩は、西洋絵画の歴史において重要な位置を占め

てきた。油彩は、材料、技法が複雑なため、理解するのに多くの時間を要

する一方で、制作の困難さを克服することで、個人の造形意識との関わり

から多種多様な表現を生み出してきた歴史がある。講義では、西洋絵画と

木暮照正

木暮照正
情101演（情報基盤センター101演習室） 場所は最終ページ(p.37相当)をご覧ください。
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日本の伝統絵画の比較や、写真表現との比較検討なども行うなかで、油彩

画の絵画材料や技法を学ぶ。 

受講生の実態に合わせて、内容や計画を変更する場合があります。 

 

科目名 生物多様性概論 

科目区分 専門領域科目（共生システム理工学類） 

教室 M1 

学類 共生システム理工学類 

担当講師 黒沢 高秀 

開講時期 ４月～８月  

曜日・時限 金曜日１時限 

難易度 B 

受講料 7,500円 

定員 ５名 

授業概要 

本授業の目的は生物保全や環境保全を考える際に基礎となる、生物多様

性の意味や意義を理解することである。日本生態学会（編）『生態学入門』

（東京化学同人）を教科書に用いて、（１）進化や生態系の観点からみた

生物多様性の意味や意義、（２）分類学、系統学の基礎、（３）保全生物学

の基礎を論じる。その際、なるべく大学構内の生物の実物の観察などを交

えながら行いたい。 

 

科目名 日本文学特講Ⅱ 

科目区分 専門教育科目（人間発達文化学類） 

教室 M1 

学類 人間発達文化学類 

担当講師 高橋 由貴 

開講時期 ４月～８月 

曜日・時限 金曜日４時限 

難易度 B 

受講料 7,500円 

定員 ５名 

授業概要 

この授業では明治期から現代までの小説を毎回１篇扱い、テーマにあわ

せて各テクストを読解し、近代文学の魅力を理解していきます。とりわけ

この授業では、文学を読む多様な方法を意識しながら、小説テクストへの

アプローチが複数あることを理解します。また、時代を遡ることによって、



 18 

文学・文体・様式および時代的価値観の変化変容を考えていきます。教科

書として「〈異界〉文学を読む」（東郷克美/高橋広満編、鼎書房、2,200円）

を使います。 

 

（後期 10 月開講科目） 

 

科目名 English PresentationsⅡ 

科目区分 専門教育科目（行政政策学類） 

教室 行政政策学類棟 211 演習室 

学類 行政政策学類 

担当講師 真歩仁 しょうん (Sean Mahoney) 

開講時期 10 月〜翌２月 

曜日・時限 火曜日１時限 

難易度 C 

受講料 7,500円 

定員 ５名 

授業概要 

This class will focus on making effective, memorable presentations 

in English. After a careful coaching on English pronunciation, I 

will offer model presentations and give advice on how to present 

well. I assume that students will have completed English 

Presentations (I) in the first semester.   

 

Then we will have a chance to: 

1) Choose presentation topics; 

2) Practice listening to presentations; 

3) Discuss topics from students;  

4) Practice listening for tests like TOEIC; 

5) Learn how to get more comfortable with using the English 

language. 

 

科目名 ドイツ語アドバンスト演習Ⅱ② 

科目区分 専門教育科目（経済経営学類） 

教室 S11 

学類 経済経営学類 

担当講師 ぐんすけふぉんけるん・Ｍ  

木暮照正

木暮照正
３名
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開講時期 10 月〜翌２月 

曜日・時限 火曜日１時限 

難易度 B 

受講料 7,500円 

定員 3 名 

授業概要 

この授業では、ドイツ語以外にドイツの文化、ドイツ人の毎日の暮らし

ぶり等を学ぶのが目標です。 特にドイツ人の若者とのコミュニケーショ

ンが一つの目標です。テキストはディジタル教材の使用を考えています。

ですから PC の使用が必要になります。ドイツ語圏について様々なことを

学びながら、ドイツ語の理解またはドイツ語の使い方を深めましょう。 

ドイツ語能力 A１レベルの方のみ参加になります。 

 

科目名 ドイツ語基礎ⅡAと基礎（特設）ⅡA 

科目区分 基盤教育科目 

教室 S11 

学類 経済経営学類 

担当講師 ぐんすけふぉんけるん・Ｍ  

開講時期 10 月〜翌２月 

曜日・時限 火曜日２時限（基礎ⅡA）と木曜日２時限（基礎（特設）ⅡA） 

難易度 A 

受講料 15,000円 

定員 3 名 

授業概要 

この授業では、ドイツ語以外にドイツの文化、ドイツ人の毎日の暮らし

ぶり等を学ぶのが目標です。 特にドイツ人の若者とのコミュニケーショ

ンが一つの目標です。テキストはディジタル教材の使用を考えています。

ですから PC の使用が必要になります。ドイツ語圏について様々なことを

学びながら、ドイツ語の理解またはドイツ語の使い方を深めましょう。 

ドイツ語を基礎ⅠAを受けた方のみ参加になります。両方のクラスを受

ける方のみ可能です。 

 

科目名 英語コミュニケーション BⅡ 

科目区分 専門教育科目（行政政策学類） 

教室 行政政策学類棟 211 演習室 

学類 行政政策学類 

担当講師 真歩仁 しょうん (Sean Mahoney) 
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開講時期 10 月〜翌２月 

曜日・時限 火曜日２時限 

難易度 C 

受講料 7,500円 

定員 ５名 

授業概要 

As this is an English class, it will be in English. We will focus 

on developing your English speaking and listening abilities through 

frequent in-class practice. Our goal will be not only to improve 

those skills, but also to get comfortable enough in English to use 

it in daily life. Thinking in English rather than translating from 

Japanese will be emphasised. We will begin with a review of basic 

pronunciation and simple listening activities, then progress to 

short conversations and presentations. Outside class, you will keep 

a journal in which you may practice writing in English about 

whatever you wish. I assume that students will continue with 

English Communication (II) in the second semester.   

参考書(optional)： An A-Z of Common English Errors for Japanese 

Learners. (2008). David Barker. BTB Press. 1,900 yen. 

 

科目名 美術解剖学 

科目区分 専門教育科目（人間発達文化学類） 

教室 人間発達文学類美術棟デザイン演習室 

学類 人間発達文化学類 

担当講師 渡邊 晃一 

開講時期 10 月～翌２月 

曜日・時限 水曜日１時限 

難易度 B 

受講料 7,500円 

定員 ５名 

授業概要 

「美術解剖学」とは、人体を描く際、必要な基礎知識として得る技能（How 

to drawing）であり、体表から生体を視察して、身体の特質を知る学問で

ある。 

本講義では美術解剖学を基底に、人間の「身体」の認識方法や描き方を

学び、人間と他の動物との構造、機能の違いを理解していく。頭部、胸部、

腹部、上肢、下肢など、各設定されたテーマについて、学ぶ。担当教官は

課題ごとに、教本や解剖図譜、人体模型を通じて指導する。授業の後半部

木暮照正

木暮照正
３名



 21 

は、実際の人体モデルを通じて Life Drawingを行なう。 

受講生の実態に合わせて、内容や計画を変更する場合があります。 

 

科目名 倫理学 

科目区分 基盤教育科目 

教室 M21 

学類 共生システム理工学類・人間発達文化学類 

担当講師 樋口 良之・小野原 雅夫 

開講時期 10 月〜翌２月 

曜日・時限 水曜日 2時限 

難易度 A 

受講料 7,500円 

定員 ５名 

授業概要 

現代社会は、科学技術依存社会へと変貌しています。 産業革命が起こ

り、発明家、 企業が誕生し、今や経済や国家にとって科学技術は不可欠

の存在となっています。そのような中で社会倫理も科学技術に携わる者の

倫理も変貌しています。 このような現代社会の倫理について考察を深め

ていきます。 この授業は、人間発達文化学類の倫理学教員と共生システ

ム理工学類のシステム設計学教員が２人で担当します。文理融合型の授業

を目指し、できるだけ多くの事例を通して具体的に考えてもらいます。 

 

科目名 戦争と平和の倫理学 

科目区分 専門教育科目（人間発達文化学類） 

教室 M2 

学類 人間発達文化学類 

担当講師 小野原 雅夫 

開講時期 10 月〜翌２月 

曜日・時限 木曜日 2時限 

難易度 A 

受講料 7,500円 

定員 ５名 

授業概要 

戦争と平和について自らが抱いている思いや感じを、理論を学んだり、

自らの考えを書き留めたり、それをみんなと話し合ったりするプロセスを

通じて対象化し、より深い考えへと昇華させていってください。その際、

事実問題をきちんと踏まえることが大切で、戦争という語の定義や、現代
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における戦争の特徴をまず捉えてもらいます。また、価値判断を下すため

にはその論拠を明確にすることが必要であり、しかも自分とは異なる立場

に立つ人の議論もきちんと理解した上で、それに的確に反論できなくては

なりません。そのような訓練も行っていくつもりです。グループ・ディス

カッションやワークショップ形式も取り入れながら、非暴力的なコミュニ

ケーションについても学んでもらい、身近な紛争を解決するスキルについ

ても学んでもらう予定です。 

 

科目名 神経・生理心理学Ⅰ 

科目区分 専門教育科目（人間発達文化学類） 

教室 人間発達文学類棟 208 演習室 

学類 人間発達文化学類 

担当講師 木暮 照正 

開講時期 10 月～翌２月 

曜日・時限 木曜日２時限 

難易度 C 

受講料 7,500円 

定員 ５名 

授業概要 

神経・生理心理学の主要なトピックについて、できるだけ幅広く取り上

げて解説します（脳神経系の構造と機能、研究方法、認知行動と脳神経系、

高次脳機能障害）。心理学は実験や調査等の科学的方法を用いて経験的デ

ータを収集分析することで発展を遂げてきました。この授業でも実際の研

究事例に焦点を当てて、その背景や実際の研究方法を中心に解説します。

可能であれば授業内で簡単なデモンストレーション、実験調査の体験をし

てもらうことも考えています。 

 

科目名 物理学Ⅱ（電磁気学） 

科目区分 専門教育科目（共生システム理工学類） 

教室 L1 

学類 共生システム理工学類 

担当講師 馬塲 一晴 

開講時期 10 月〜翌２月 

曜日・時限 木曜日５時限 

難易度 A 

受講料 7,500円 
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定員 ５名 

授業概要 

今日の文化的な文明社会において、電気や電波は、 必要不可欠なもの

です。 この意味で、電磁気学とは、 現代社会において必須の基礎学問の

一つであると考えられます。 

本授業では、静電気学から出発し、静電場、静磁場、そしてマクスウェ

ル方程式と電磁波に至る電磁気学の基本的内容について解説します。 

高等学校で物理を履修していない学生の方にも理解できるように、 高

校内容の復習を行いつつ、電磁気学を学ぶ上で必要となる基礎的な数学に

ついても分かりや易く順を追って説明します。 

 

科目名 基礎心理学Ⅱ（神経・生理心理学） 

科目区分 専門教育科目（共生システム理工学類） 

教室 M1 

学類 共生システム理工学類 

担当講師 高原 円 

開講時期 10 月〜翌２月 

曜日・時限 金曜日１時限 

難易度 B 

受講料 7,500円 

定員 ５名 

授業概要 

脳と心の関連に関する講義です。神経系の概略から、中枢神経系、末梢

神経系に関する生理学的なしくみとその測定法、精神機能との関連を理解

します。初学者に向けた講義ではありますが、テキストを使用しており、

所持しない人のことは想定しておりません。内容は、その中でもごく基礎

的なものになります。 

早川友恵・田邊宏樹（著） 公認心理師ベーシック講座 神経・生理心

理学 講談社 本体 2,900円（税抜） 

 

科目名 近代文学史 

科目区分 専門教育科目（人間発達文化学類） 

教室 M22 

学類 人間発達文化学類 

担当講師 高橋 由貴 

開講時期 10 月～２月 

曜日・時限 金曜日４時限 
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難易度 A 

受講料 7,500円 

定員 ５名 

授業概要 

この授業では明治期から現代までの小説を毎回１篇扱い、テーマにあわ

せて各テクストを読解し、近代文学の魅力を理解していきます。とりわけ

この授業では、文学を読む多様な方法を意識しながら、小説テクストへの

アプローチが複数あることを理解します。また、時代を遡ることによって、

文学・文体・様式および時代的価値観の変化変容を考えていきます。教科

書として「〈都市〉文学を読む」（東郷克美/吉田司雄編、鼎書房、2,200円）

を使います。 

 

科目名 システム生理学 

科目区分 専門教育科目（共生システム理工学類） 

教室 M23 

学類 共生システム理工学類 

担当講師 小山 純正 

開講時期 10 月～翌２月 

曜日・時限 金曜日５時限 

難易度 B  

受講料 7,500円 

定員 ５名 

授業概要 

地球上には、さまざまな生物がさまざまな環境に適応して生きていま

す。彼らは、さまざまな姿・形をそなえ、彼ら独自の方法で生きています。

そのような生物の多様性を支えているのは、単細胞生物からヒトにおよ

ぶ、共通の“しくみ”です。本講義では、生き物の命を支える基本的な“し

くみ”について、呼吸、循環、エネルギー代謝、体液などを中心に学びま

す。 授業聴講に際して、特別の知識、学力を必要としません。生物につ

いて、生命について、疑問を抱いた経験があると望ましいです。 
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「公開授業」曜日・時限一覧 

前期科目（４月〜８月開講） 

時限 時間帯 月 火 水 木 金 

1 
8:40〜

10:10 

 ○ English 

Presentati

onsⅠ 

○ドイツ語

アドバンス

ト演習Ⅱ① 

○脳神経科

学 

○統計力学 

○絵画Ⅱ ○生物多様

性概論 

2 

10:20

〜

11:50 

 ○ドイツ語

基礎ⅠA と

特 設 Ⅰ

A(1/2) 

○英語コミ

ュニケーシ

ョン BⅠ 

○知覚認知

心理学Ⅰ 

 ○ドイツ語

基礎ⅠA と

特 設 Ⅰ

A(2/2) 

 

3 

13:00

〜

14:30 

 ○映像メデ

ィア論 

   

4 

14:40

〜

16:10 

    ○日本文学

特講Ⅱ 

5 

16:20

〜

17:50 

     

※週２回開講される科目については科目名末尾に(1/2)(2/2)と付記しています（(1/2)は２

回中１回目、(2/2)は２回目という意味です）。 
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後期科目（10 月〜翌 2 月開講） 

時限 時間帯 月 火 水 木 金 

1 
8:40〜

10:10 

 ○ English 

Presentati

onsⅡ 

○ドイツ語

アドバンス

ト演習Ⅱ② 

 

○美術解剖

学 

 ○基礎心理

学Ⅱ 

2 

10:20

〜

11:50 

 ○ドイツ語

基礎ⅡA と

特 設 Ⅱ

A(1/2) 

○英語コミ

ュニケーシ

ョン BⅡ 

○倫理学 ○ドイツ語

基礎ⅡA と

特 設 Ⅱ

A(2/2) 

○戦争と平

和の倫理学 

○神経・生

理心理学Ⅰ 

 

3 

13:00

〜

14:30 

     

4 

14:40

〜

16:10 

   ○物理学Ⅱ

（ 電 磁 気

学） 

○近代文学

史 

5 

16:20

〜

17:50 

    ○システム

生理学 

※週２回開講される科目については科目名末尾に(1/2)(2/2)と付記しています（(1/2)は２

回中１回目、(2/2)は２回目という意味です）。 
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個人情報の取扱い 

 

資料の請求及びお申込の際にお知らせいただいた個人情報については、下記の目的の

範囲内でのみ利用し、個人情報の保護に関する法律に基づき、その保護に努めます。また、

個人情報の保護に関する法律で掲げる事項以外において、本人の同意を得ずに目的以外

の利用及び第３者への提供をすることは一切いたしません。 

【利用目的】 

・公開講座・公開授業に関する内定・決定通知等、各種連絡に利用します。 

・次年度以降の講座セミナー案内（公開講座・公開授業）の送付に利用します。 

・本学で開催される生涯学習関連講座・講演会等のお知らせ及びアンケート等の送付に利

用する場合があります。 
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福島大学所在地案内図 
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構内建物配置図 
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■←無線LAN設備

有線ＬＡＮ端子↓

●
無線LAN設備→ ■

■

↑有線LAN端子
■←無線LAN設備

●

教 育 相 談 面 接 者 専 用 駐 車 場

Ｐ Ｐ Ｐ

非常口
105

地域未来デザインセンター
インキュベーションルーム

非常階段

106
ＭＬ教室

倉庫

１　階
104-1

地域未来
デザイン
センター
専任教員
研究室

104-2
授業分析室
（10～20人）

103
地域未来

デザインセン
ター資料室

・倉庫

人間
発達
文化
学類

コピー
室

102
学校臨床
支援セン

ター資料室
（ビデオライ
ブラリー）

101
機械室
※施設課

【設備等】長机，椅
子，壁面ＰＪほか

Ｐ．Ｓ
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高野
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設
備
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Ｐ．Ｓ

【　設　備　等　】
稼働ｽｸﾘｰﾝ，天吊PJ(1)，

壁面PJ(5)，BR・DVDプレーヤー
無線マイク，ﾊﾟｿｺﾝRGB接続，
有線・無線ＬＡＮ　他ｅｔｃ．．．
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令和７年度 福島大学 公開授業 申込書 

申込受付期間：４月開講科目 ４月９日（水）〜４月 15 日（火）必着 

10 月開講科目 10 月 1 日（水）〜10 月７日（火）必着 

氏名等 

性別・年齢は任意回答項目 

お名前（ふりがな） 

 

（回答任意）男・女：     歳 

住所 

〒 

 

 

主な交通手段 

数字に○を付してください 

１ 自家用車 

２ 公共の交通機関（電車、バス） 

３ その他（                       ） 

連絡先 

自宅電話： 

携帯電話： 

E-mail: 

職業 

数字に○を付してください 

１ 会社員 ２ 自営業 ３ 公務員 ４ 教員 ５ 学生 

６ 主婦・主夫 ７ 無職 ８ その他（      ） 

公開授業 

 

受講希望される授

業科目名・担当講師

名を右欄にご記入

ください。 

※担当講師名欄に

ついては、講師が複

数の場合は、１名分

記入いただければ

結構です。 

授業科目名（                      ） 

担当講師名（                      ） 

授業科目名（                      ） 

担当講師名（                      ） 

授業科目名（                      ） 

担当講師名（                      ） 

授業科目名（                      ） 

担当講師名（                      ） 

授業科目名（                      ） 

担当講師名（                      ） 

授業科目名（                      ） 

担当講師名（                      ） 

授業科目名（                      ） 

担当講師名（                      ） 

【公開授業申込みにおける注意】 

受講を希望する授業については、できるだけ初回授業に参加の上、お申込みください。 

申込みから受講の可否が決定されるまでしばらく日にちをいただきますが、その間も授業は進行します

ので受講内定通知を待たずに授業に参加し続けてください。 

申込受付期間前に届いた申込みは受付できません。必ず期間内にお申込みください。 

この申込書はコピーして使用しても結構です。  
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令和７年度公開授業予定表 
 
 



　

（男女）

106

情報基盤センター配置図

１ 階 平 面 図

104101
（1F 演習室） （会議室）

階
段入　　口

２ 階 平 面 図

（事務室・105
学生窓口）

ＷＣ(多目的) 102
103 エレ

ベーター
来客・職員ＷＣ

ＷＣ（男女）

205202
資料室 （2F 演習室）

階
段

院生室

演習室

203

206204
（男女）

（松本研究室）

階
段

階
段

エレ
ベーター

201 ＷＣ

３ 階 平 面 図 非常口

301 305
(食農　新田研究室) (食農　河野研究室)

ホール 306
(附属農場職員室)

307

302・303

農業生産演習室
(食農　渡邊研究室)

304 308
(食農　深山研究室) (食農　髙田研究室)

309

院生室
エレ

ベーター 階
段

310

出入口 出入口

カンファレンス
ルーム

兼コピー室
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